
これからの学校教育には、自校の生徒にどのような資質・能力を育むのかを
学校教育目標において明確化した上で、その達成に向け、学習指導要領等に基づいて教育課程を編成し、
それを実施・評価して改善していくこと、すなわち、「カリキュラム・マネジメント」の実現が求められている。

その「カリキュラム・マネジメント」の側面の１つとして、
「教育内容の質の向上に向けて、子供たちの姿や地域の現状等に関する調査や各種データ等に基づき、教育課程を

編成し、実施し、評価して改善を図る一連のＰＤＣＡサイクルを確立すること」（＊）が挙げられているように、
新しい時代に必要となる資質・能力を生徒に育んでいくには、

そのための指導のＰＤＣＡサイクルを確立し、それを回していくことが重要だと言える。
今号はその視点で、資質・能力の育成とその指導のあり方について考えていく。

＊　中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」

S p e c i a l  I s s u e 特 集

出典／『VIEW21』高校版読者モニターへのアンケート結果（アンケートは、2018 年８月にウェブとファクスで実施）　

資質・能力を育む
指導のＰＤＣＡサイクル

これからの高校教育における新しい時代に必要となる資質・能力の育成に向けて、教育目標とそ
の達成のために回される各教育活動での指導のＰＤＣＡサイクルは、どのようなものであればよ
いと考えますか。

Q

◎Ｐの段階を十分に考える時間が必要だと考える。　　　　（東京都）

◎現状認識を教師も生徒も時間をかけて行うことが、実現可能な目
標・プランの設定につながる。そのため、「診断的評価」「形成的評価」
の役割が一層重要になるのではないか。　　　　　　　　（静岡県） 

◎Ｃの基準づくりが、最も大切だと思う。　　　　　　　　（新潟県）

◎Ｃにおいて、１人の教師だけでなく、教科内はもちろん、他教科
の教師にも見てもらう必要がある。１つの授業に対して普段から
観察し、研修する姿勢でいたい。　　　　　　　　　　　（静岡県）

◎ルーブリックによる評価のあり方がポイントになると思う。ただ、
「〇〇ができるようになる」という、ある意味可視化される評価項
目とは異なるところにこそ、教育の神髄があるとも考えるので、
冷静に対処し、スキルを磨いていきたい。　　　　　　　　（滋賀県）

◎コンテンツが先行した教科指導が多数を占めていたが、今後はコ
ンピテンシーベースで計画を立てる必要がある。そうなると、必
然的に「できたか」「できなかったか」の単純な評価はできなくな
るため、評価の計画が必要となり、指導と評価の一体化が必然と
なる。Ｐの段階がサイクルの大部分を占め、準備がこれまで以上
に重要になるだろう。ただ、Ｐの段階が十分に練られていれば、
ほかのステップは順調に回せるのではないかと考える。　（静岡県）

◎ＰとＤの段階を並行して行うのがよいと考えている。詳細まで入
念に決めた計画ではなく、軸となる方向性を確立し、それに沿っ
て計画と実行を同時進行させ、そこから検証・改善をスピード感
を持って行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（北海道）

◎ PDCA サイクル全体において、独り善がりにならず、教科団で互い
に情報交換していく中から深化させていくべきだと思う。（兵庫県）
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O v e r h e a d  V I E W

本号のテーマ

これからの学校教育活動における
指導のPDCAサイクルのあり方と、その確立に必要な視点を考える

求められる「資質・能力を育む指導のPDCAサイクル」の確立
考察【P.4 ～ 7】

3校の事例に見る「資質・能力を育む指導のPDCAサイクル」

事例1

千葉県立上
かずさ

総高校
【P.8 ～11】

事例2

大阪府教育センター
附属高校
【P.12～15】

事例3

熊本県立第二高校
【P.16 ～19】

Plan

◎教師によって解釈が異なってい
た、育成を目指す資質・能力であ
る「対話力」を具体的に定義。

◎既存の教育活動を４つに整理し
た「クローバープラン」の下、「メ
タ認知能力」と「自己調整能力」
の育成を目指す。

◎熊本の創造的復興をリードする
人材を育てるため、育成を目指す
資質・能力を９つの要素から構成
される３つの力に設定。

Do

◎「主体的・対話的で深い学び」
の実現に向け、５つの授業の工
夫ポイントに沿って指導改善を図
る。

◎生徒に夏季休業中の実行計画
を考えるワークシートなどを作成
させてポートフォリオ化し、振り返
りを行わせる。

◎理数科のみだった探究科目を
普通科と美術科にも設定。全教
科・科目で「ICEモデル」等を取り
入れた探究型授業の開発に着手。

Check

◎教師が他の教師の授業を参観
する機会を設け、指導改善状況
を検証。同時に生徒の学習意識
も調査。

◎ベネッセの「進路マップ」のア
ンケート項目に、メタ認知能力や
自己調整能力に関する学校独自
の質問を追加し、検証。

◎育成を目指す資質・能力を測
る問題を作り、定期考査で出題。
普段以上に真摯に思考し、考え
を発展させる機会にさせる。

Action

◎教育目標の達成度の定量的な
測定を強化するため、ベネッセの
「基礎力診断テスト」を導入・実施。

◎生徒が自分で学びのPDCAサイ
クルを回せるよう、ベネッセの「ス
タディーサポート」を導入。教科
指導では「ICEモデル」を活用。

◎生徒の学びの深まりを受け、普
通科や美術科の各教科・科目で
もルーブリックを作成し、それを
活用した評価の実施を目指す。

◎学校教育目標として具体的に育てたい生徒像を描いた上で、自校の現状を正しく認識し、それを学校教
育目標から引き算することで、取り組むべき課題を見いだす。現状は、強みだけでなく、弱みも含めて
認識することが重要であり、そのために、自校の弱みも自由に語り合える風土が校内に必要になる。

◎PDCAサイクルを回す上で大切なポイントは、様々な場面でチェックの機会を設け、振り返ること、
そして、気づきをその都度言語化すること。

◎学期末・年度末の振り返りとは別に、時間をあまりかけず、簡単なものでよいので、小さな振り返りを
意識的に行う。その際、教科や学年、分掌を超えて、振り返りの内容を共有することが大切。

◎評価は、生徒の現状を把握し、元気づけ、後押しすることにつながらなければならない。その観点から、自校で育成を
目指す資質・能力の測定に適切なアセスメント・ツールを選択・活用する。

◎生徒と接する教師だからこそ分かる生徒の学びの現状を、たくさんの教師がそれぞれの視点で見取り、共有する。

大谷大学 教授

荒
あ ら

瀬
せ

克
か つ

己
み
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これからの学校教育活動における
指導のＰＤＣＡサイクルのあり方とは

求められる「資質・能力を育む指導のＰＤＣＡサイクル」の確立
　本誌は、生徒に育む資質・能力を学校教育目標として明

確化し、その達成のための教育課程・指導計画の策定、そ

れらに基づいた授業・指導実践、そしてその検証・評価から

授業・指導改善を図る一連のサイクルが、カリキュラム・マネ

ジメントを通じて実現される営みを「学校教育デザイン」（図１）
と名づけ、2017年６月号から12月号まで、それを描くため

の視点や考え方を特集記事で取り上げてきた。「学校教育デ

ザイン」を描くことは、社会環境の変化や家庭・地域からの

期待、そして自校が積み重ねてきた伝統を踏まえて、目の前

の生徒の姿を見ながら、学校のあり方を更新していくものだ。

そのため、学校教育目標への到達は一足飛びのものではな

く、日々の授業やＨＲ活動、部活動や学校行事が有機的に

結びつき、さらに生徒の学習・生活状況調査や定期考査、

模擬試験などの様々なアセスメントで成果や課題を精査し、

教育活動を見直しながら、実現していくものである。すなわち、

指導のＰＤＣＡサイクルを多次元的に回すことが求められる。

　次ページからは、高校生の基礎学力の定着に向けたＰＤＣ

Ａサイクルの構築を促進するため、19年度から各校で本格

的な利活用が始まる「高校生のための学びの基礎診断」の

検討ワーキング・グループの主査である荒瀬克己・大谷大学

教授に、資質・能力を育む指導のＰＤＣＡサイクルのあり方

について聞く。

はじめに

考察

資質・能力の育成に向けた「学校教育デザイン」を描く営み図１

学校教育目標達成のＰＤＣＡサイクル図２

カリキュラム・マネジメント
を通じて実現

カリキュラム
・指導計画

を通じて実現

授業・
指導実践

を通じて実現

評価・検証

授業・
指導改善

カリキュラム・マネジメント

学校教育
目標

授業・
単元ごと

学校
全体

スケール

学年
クラス

生徒
個人

定期考査・
学期ごと

学年
入学─卒業

スパン

資
質・能
力
ベ
ー
ス
の

学
校
教
育
目
標
の
達
成

授業・単元のPDCA小

学校教育活動全体のPDCA
（「学校教育デザイン」）

大

各教科・各学年のPDCA中

小テスト・単元テスト
生徒アンケート・
ポートフォリオ

学校評価
入試総括

定期考査
模擬試験・アセスメント
（「高校生のための学びの基礎診断」など）

学校教育デザインを描くＰＤＣＡサイクルは、
様々な教育活動により多次元的に回っていく
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識
・
技
能
」「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現

力
等
」「
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
」

の
３
つ
の
柱
で
示
し
て
い
ま
す
。
資
質
・

能
力
を
育
成
す
る
た
め
に
、
今
後
、
各
校

で
は
、
学
校
教
育
目
標
か
ら
教
育
課
程
・

指
導
計
画
の
策
定
、
授
業
・
指
導
実
践
、

そ
の
評
価
・
検
証
ま
で
の
一
連
の
サ
イ
ク

内
山
　次
期
学
習
指
導
要
領
で
は
、
学
習

内
容
に
加
え
て
、そ
れ
を
学
ぶ
こ
と
で「
何

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
」
と
い
う
視
点

で
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
、「
知

ル
を
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
通
じ
て
、
各
教
師
が
実
現
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
す
る
上
で

大
切
な
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

荒
瀬
　カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
推
進
す
る
上
で
、
学
校
教
育
目
標
の
設

定
が
そ
の
出
発
点
と
な
り
ま
す
。
ど
の
学

校
も
綱
領
や
校
訓
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、

よ
り
具
体
的
に
育
て
た
い
生
徒
像
を
描

き
、
そ
れ
を
校
内
で
共
有
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
こ
の
時
、
学
校
教
育
目
標
を
掲

げ
る
だ
け
で
は
、
そ
の
達
成
の
た
め
に
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
取
り
組
め

ば
よ
い
の
か
、
す
な
わ
ち
、
課
題
は
見
え

て
き
ま
せ
ん
。
大
切
な
こ
と
は
、
自
校
の

現
状
を
正
し
く
認
識
し
、
そ
れ
を
学
校
教

育
目
標
か
ら
引
き
算
す
る
こ
と
で
す
。
そ

う
し
て
初
め
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
見

え
て
き
ま
す
。
た
だ
し
、
現
状
は
強
み
だ

け
で
な
く
、
弱
み
も
含
め
て
認
識
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
自
校
の
弱

み
も
自
由
に
語
り
合
え
る
風
土
が
校
内
に

は
必
要
に
な
り
ま
す
。

内
山
　自
校
の
強
み
、
弱
み
を
整
理
す
る

際
に
も
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を

意
識
し
て
、
生
徒
の
様
子
を
語
り
合
う
こ

と
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
ね
。

荒
瀬
　授
業
、
学
校
行
事
、
Ｈ
Ｒ
活
動
な

ど
、
様
々
な
活
動
に
お
け
る
生
徒
と
学

校
組
織
の
強
み
や
弱
み
を
語
り
、
取
り
組

む
べ
き
課
題
を
教
育
活
動
ご
と
に
洗
い
出

し
て
い
け
る
と
よ
い
で
す
ね
。
た
だ
、
各

教
育
活
動
に
お
け
る
生
徒
の
強
み
や
弱
み

は
、
管
理
職
よ
り
も
現
場
の
教
師
の
方
が

よ
く
見
え
て
い
る
も
の
で
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
教
科
や
分
掌
、
教
職
歴
に
と
ら
わ
れ

ず
、
気
づ
い
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
、
そ

し
て
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
率
直
に
言
語

化
し
て
共
有
で
き
る
風
土
が
必
要
で
す
。

　以
前
、
あ
る
高
校
で
「
授
業
改
善
だ
よ

り
」
を
拝
見
し
た
時
、「
本
校
の
生
徒
に

身
に
つ
け
て
ほ
し
い
主
体
性
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
」
と
同
僚
間
で
問

教
師
同
士
の
語
り
合
い
を
通
じ
た
振
り
返
り
と

ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
、生
徒
の
背
中
を
押
す

荒
瀬
克
己
・
大
谷
大
学
教
授
に
聞
く

自
校
の
弱
み
も
自
由
に

語
り
合
え
る
風
土
が
必
要

【
聞
き
手
】

ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

進
研
模
試
編
集
長

内
山
公
宏

　う
ち
や
ま
・
き
み
ひ
ろ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

あらせ・かつみ　京都府・京都市立堀川高校校長、京
都市教育委員会教育企画監を経て、２０１４年度から
現職。中央教育審議会の各種委員、文部科学省「高
大接続システム改革会議」の「多面的な評価検討ワー
キング・グループ」主査、「高校生のための学びの基
礎診断」の検討ワーキング・グループの主査等を歴任。
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て
、
気
づ
い
た
こ
と
を
、
そ
の
都
度
言
語

化
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

内
山
　学
期
末
や
年
度
末
だ
け
で
な
く
、

も
っ
と
短
期
間
で
の
チ
ェ
ッ
ク
や
振
り
返

り
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

荒
瀬
　途
中
で
振
り
返
る
こ
と
で
、
現
状

を
変
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
学
期

末
・
年
度
末
の
振
り
返
り
と
は
別
に
、
小

さ
な
振
り
返
り
を
意
識
的
に
行
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
小
さ
な
振

り
返
り
で
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
時
間
も

あ
ま
り
か
け
ず
、
簡
単
な
も
の
で
よ
い
の

で
す
。
そ
の
際
に
大
切
な
の
は
、
教
科
や

学
年
、
分
掌
を
超
え
て
、
振
り
返
り
の
内

容
を
校
内
で
共
有
す
る
こ
と
で
す
。
何
を

目
的
と
し
た
活
動
が
、
ど
の
よ
う
な
成
果

を
上
げ
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
新
た
に
見

え
て
き
た
の
か
を
、育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
を
踏
ま
え
て
語
る
こ
と
で
、
振
り
返

り
の
言
葉
は
す
べ
て
の
教
師
が
理
解
で
き

る
共
通
言
語
に
な
り
ま
す
。

内
山
　資
質
・
能
力
を
念
頭
に
語
り
合
う

か
ら
、
よ
り
分
か
り
合
え
る
の
で
す
ね
。

荒
瀬
　例
え
ば
あ
る
教
科
に
お
い
て
、「
難

し
い
問
題
に
も
粘
り
強
く
向
き
合
え
る
よ

う
に
な
っ
た
」「
予
習
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
」「
学
ん
だ
こ
と
を
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

と
語
り
合
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
生
徒
の

現
状
が
見
え
た
と
す
る
と
、
深
い
理
解
へ

と
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い
る
生
徒
の
姿
が

浮
か
ん
で
き
ま
す
。「
で
は
私
の
担
当
教

科
で
は
ど
う
か
」
と
振
り
返
る
こ
と
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
教
科
の
指
導
改
善
が
進

む
は
ず
で
す
。
そ
れ
ら
が
つ
な
が
っ
て
、

学
校
と
し
て
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回

す
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

内
山
　基
礎
学
力
の
定
着
に
向
け
た
指
導

の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
す
上
で
、
利

活
用
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
「
高
校
生

の
た
め
の
学
び
の
基
礎
診
断
」
で
す
（
図

３
）。
測
定
ツ
ー
ル
と
な
る
民
間
の
試
験

等
に
は
、
各
校
が
生
徒
へ
の
育
成
を
目
指

す
資
質
・
能
力
を
踏
ま
え
て
、
生
徒
の
学

習
状
況
を
多
面
的
に
評
価
す
る
こ
と
で
、

指
導
の
工
夫
・
充
実
を
図
っ
た
り
、
学
校

教
育
目
標
や
学
習
到
達
目
標
を
設
定
し
た

り
、
見
直
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

現
場
の
課
題
に
寄
り
添
っ
た
ア
セ
ス
メ
ン

ト
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

荒
瀬

　利
活
用
の
前
提
と
し
て
、
私
た
ち

は
、
評
価
が
何
の
た
め
に
行
わ
れ
る
の
か

を
改
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
指

導
と
評
価
の
一
体
化
と
い
っ
た
こ
と
も
含

め
て
で
す
が
、
学
校
で
行
う
評
価
は
つ
ま

い
合
う
フ
レ
ー
ズ
を
見
て
、
素
晴
ら
し
い

と
思
い
ま
し
た
。
高
校
生
に
は
主
体
性
が

必
要
だ
と
誰
も
が
言
う
け
れ
ど
、
で
は
自

校
の
生
徒
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た

ら
主
体
性
を
獲
得
し
た
と
言
え
る
の
か
、

先
生
方
は
現
状
に
即
し
て
問
い
直
そ
う
と

し
て
お
ら
れ
た
わ
け
で
す
。
目
指
す
姿
を

具
体
的
に
共
有
す
る
た
め
の
、
地
に
足
の

つ
い
た
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
し
た
。

内
山
　学
校
教
育
目
標
の
達
成
の
た
め
に

は
、
各
教
育
活
動
の
成
果
や
課
題
を
、
学

期
や
年
度
で
検
証
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
各
教
科
・
科

目
、
各
分
野
・
単
元
、
そ
し
て
日
々
の
各

授
業
の
検
証
も
必
要
で
し
ょ
う
。つ
ま
り
、

大
、
中
、
小
い
ろ
い
ろ
な
規

模
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個

別
に
回
る
の
で
は
な
く
、
か

み
合
い
、
連
動
し
て
回
る
こ

と
で
、
学
校
教
育
目
標
の
達

成
に
向
け
た
大
き
な
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
が
回
る
イ

メ
ー
ジ
で
す（
Ｐ
．４
図
２
）。

荒
瀬
　Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
を
回
す
上
で
大
切
な
こ

と
は
、
様
々
な
場
面
で

チ
ェ
ッ
ク
の
機
会
を
設
け
、

振
り
返
る
こ
と
で
す
。
Ｐ
Ｌ

Ａ
Ｎ
や
Ｄ
Ｏ
の
段
階
で
も
、

「
本
当
に
こ
の
計
画
が
ベ
ス

ト
な
の
だ
ろ
う
か
」「
こ
の

取
り
組
み
方
で
よ
い
の
だ

ろ
う
か
」
と
チ
ェ
ッ
ク
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
し

小
さ
な
振
り
返
り
の
機
会
を

数
多
く
つ
く
る

生
徒
の
背
中
を
押
す
よ
う
な

ア
セ
ス
メ
ン
ト
活
用
を
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る
と
こ
ろ
、
生
徒
の
現
状
を
把
握
し
、
元

気
づ
け
、
後
押
し
す
る
こ
と
に
つ
な
が
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の
観
点
か
ら
、

各
校
は
、
自
校
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
を
測
定
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
ツ
ー

ル
を
選
択
・
活
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
う
し
た
原
点
に
立
ち
返
っ
て
、「
高
校

生
の
た
め
の
学
び
の
基
礎
診
断
」
の
利
活

用
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
し
、
さ
ら
に
、
生
徒
の
日
々
の
学
び

の
様
子
な
ど
、「
高
校
生
の
た
め
の
学
び

の
基
礎
診
断
」
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
こ

と
、
つ
ま
り
、
生
徒
と
接
す
る
教
師
だ
か

ら
こ
そ
分
か
る
生
徒
の
学
び
の
現
状
を
、

た
く
さ
ん
の
教
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で

見
取
り
、
共
有
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
私
は
、「
こ
の
生
徒
は
最
近
、

授
業
で
積
極
的
に
ほ
か
の
生
徒
と
語
り
合

う
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た
教
師
な
ら

で
は
の
気
づ
き
も
、
生
徒
を
評
価
す
る
エ

ビ
デ
ン
ス
の
１
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
生
徒

か
ら
や
る
気
を
引
き
出
す
た
め
に
は
、
生

徒
自
身
が
気
づ
い
て
い
な
い
成
長
や
よ
さ

を
教
師
が
気
づ
か
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
そ
う
し
た
教
師
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
な
感
覚
は
、
教
育
活
動
に
お
け
る
有

効
な
支
援
で
あ
り
、そ
れ
こ
そ
評
価
で
す
。

　そ
の
よ
う
な
教
師
の
感
覚
に
基
づ
い
て

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
す
る
こ
と
や
、
現

在
検
討
中
の
「
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
ポ
ー
ト
」

の
活
用
で
、
生
徒
の
「
こ
れ
か
ら
」
に
役

立
つ
評
価
が
可
能
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

既
に
そ
う
し
た
実
践
例
は
、「
高
校
生
の

基
礎
学
力
の
定
着
に
向
け
た
学
習
改
善
の

た
め
の
調
査
研
究
事
業
」（
＊
１
）
で
も

見
ら
れ
ま
す
。
学
校
独
自
の
ア
セ
ス
メ
ン

ト
に
お
い
て
も
知
識
を
土
台
に
し
た
資

質
・
能
力
を
測
定
し
、
そ
の
基
準
・
規
準

を
生
徒
に
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
生

徒
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
学
び

を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

内
山
　私
た
ち
も
、
資
質
・
能
力
を
適
切

に
測
定
で
き
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
追
究

し
、
先
生
方
の
指
導
改
善
に
役
立
て
る
よ

う
に
努
力
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

荒
瀬
　漢
文
の
教
材
で
も
使
う
韓か

ん

愈ゆ

の

『
雑
説
』
に
、「
千
里
の
馬
は
常
に
有
れ
ど

も
伯
楽
は
常
に
は
有
ら
ず
」
と
い
う
一
文

が
あ
り
ま
す
。「
千
里
の
馬
」
を
生
徒
の

資
質
・
能
力
、「
伯
楽
」
を
そ
れ
に
気
づ

い
て
引
き
出
し
伸
ば
す
教
師
と
読
み
替

え
る
と
、「
常
に
は
有
ら
ず
」
す
な
わ
ち
、

気
づ
け
る
教
師
が
い
つ
も
い
る
と
は
限
ら

な
い
、
で
は
悲
し
い
で
す
ね
。「
高
校
生

の
た
め
の
学
び
の
基
礎
診
断
」
な
ど
を
利

活
用
す
る
こ
と
で
、
私
た
ち
が
、
生
徒
の

力
を
し
っ
か
り
と
見
取
れ
る
よ
り
よ
い
目

利
き
に
な
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

「高校生のための学びの基礎診断」制度のイメージ図 3

高等学校における基礎学力の定着に向けたＰＤＣＡサイクルの構築国

高校

教育委員会等

「高校生のための学びの基礎診断」制度の創設
（一定の要件に即して民間の試験等を認定する制度を創設）

認定基準

社会で自立するために必要な基礎学力について、各学校がそれ
ぞれの実情を踏まえて目標を設定し、教育課程を編成。多様な
測定ツールを活用しながら生徒の学習状況を多面的に評価し、
指導の工夫・充実を図っていく。

認定基準などの設定　　審査・事後チェック体制の整備
仕組みの構築と運用を通じて、民間事業者等から高等学校の実態
に応じて選択可能な多様な測定ツールが開発・提供され、その利
活用が促進されることが期待。

出題
• 学習指導要領を踏まえた出題の基本方針に基づく問題設計
• 対象教科は国・数・英（共通必履修科目中心、義務教育段階含む）
• 主として知識・技能を問う問題に加え、
　主として思考力・判断力・表現力等を問う問題の出題
• 記述式問題の出題
• 英語４技能測定

結果提供
• 学習成果や課題が確認でき、事後の学習改善や教師による
　指導の工夫・充実に資する結果提供 等

• 高校の魅力づくりとともに、質の確保のための体制強化や
　再編整備
• 学校支援のための人材配置や予算措置、教員研修等の取組

取組を促進

教育委員会等
による学校への支援

測定ツールの充実

＊文部科学省「『高校生のための学びの基礎診断』制度について」を基に編集部で作成。

＊１　「高校生のための学びの基礎診断」の実施に向け、基礎学力の定着に向けた指導体制や教材開発とともに、生徒の基礎学力の定着度などを把握し、授業・指導改善
に生かすためのテスト手法などについての研究開発を行う事業。18 年度は 17 事業が採択された。

認定 認定 認定

測定ツールＡ 測定ツールB 測定ツールC

※CBTも可

学習成果・課題
の分析・把握

指導・学習改善

試験実施

個に応じた多様な
学習活動の実施

教育目標、教育課程、
指導計画の見直し等

測定ツール

各
学
校
の
実
情
等
を
踏
ま
え
、 
適
切
な
測
定
ツ
ー
ル
を
、

必
要
に
応
じ
て
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
選
択 

・ 

活
用
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が
、
対
話
力
重
視
の
教
育
方
針
を
打
ち
出

し
ま
し
た
。
生
徒
の
進
路
を
考
え
る
と
、

そ
れ
は
最
も
必
要
な
資
質
・
能
力
で
あ
り
、

誰
も
が
納
得
で
き
る
教
育
目
標
で
し
た
。

以
前
の
本
校
は
、
生
徒
指
導
に
重
点
が
置

か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
生
徒
が
落
ち
着
い

て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
指
導
を
次
の
段
階

に
移
そ
う
と
、全
校
で
『
対
話
力
の
伸
長
』

を
目
指
し
た
指
導
改
善
を
始
め
ま
し
た
」

　16
年
度
は
、
糸
川
先
生
を
中
心
に
指
導

改
善
の
方
向
性
を
模
索
。
ま
ず
、
生
徒
に

学
習
の
見
通
し
を
持
た
せ
る
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
、
全
教
科
・
科
目
で
授
業
冒
頭

に
学
習
課
題
を
板
書
す
る
よ
う
に
す
る
と

と
も
に
、
教
科
を
超
え
た
互
見
授
業
を
行

い
、
指
導
の
工
夫
な
ど
を
学
び
合
っ
た
。

　普
通
科
と
園
芸
科
を
有
す
る
千
葉
県
立

上か
ず
さ総
高
校
は
、社
会
で
活
躍
す
る
生
徒
の

育
成
に
向
け
、生
徒
へ
の
育
成
を
目
指
す

資
質
・
能
力
と
し
て
「
対
話
力
の
伸
長
」

を
掲
げ
、指
導
改
善
を
進
め
て
い
る
。
同

校
で
は
、卒
業
後
、
多
く
の
生
徒
が
地
元

に
就
職
す
る
こ
と
か
ら
、
企
業
の
採
用
面

接
は
も
ち
ろ
ん
、
就
職
後
も
、
自
分
の
考

え
や
意
見
を
自
分
の
言
葉
で
伝
え
る
こ
と

が
必
要
に
な
る
た
め
だ
。
主
幹
教
諭
で
教

務
主
任
の
糸
川
靖
英
先
生
は
こ
う
語
る
。

　「２
０
１
６
年
度
に
着
任
し
た
現
校
長

図
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

　な
お
、同
年
度
か
ら
千
葉
県
総
合
教
育

セ
ン
タ
ー
に
よ
る「
こ
れ
か
ら
の
時
代
に

求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
た

め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

関
す
る
研
究
〜
子
ど
も
た
ち
の
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
を
通
し
て
〜
」の
研

究
協
力
校
と
な
り
、同
セ
ン
タ
ー
の
協
力

も
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　指
導
改
善
の
具
現
化
に
向
け
、
授
業
研

究
チ
ー
ム
は
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

　全
校
に
指
導
改
善
の
意
識
が
浸
透
し
て

き
た
17
年
度
は
、
教
師
に
よ
っ
て
解
釈
が

異
な
っ
て
い
た
「
対
話
力
」
を
具
体
的
に

定
義
し
た
。
校
長
や
教
頭
、
糸
川
先
生
、

教
務
部
所
属
の
教
師
４
人
に
よ
る
授
業
研

究
チ
ー
ム
で
議
論
し
、
学
校
と
し
て
の
対

話
力
を
、「
相
手
の
伝
え
た
い
こ
と
を
正

し
く
理
解
し
、
自
分
の
考
え
を
明
確
に
述

べ
、
説
明
す
る
力
」
と
定
義
。
次
期
学
習

指
導
要
領
に
お
け
る
資
質
・
能
力
の
３
つ

の
柱
に
、そ
の
定
義
を
落
と
し
込
ん
だ（
図

１
）。
そ
し
て
、
学
習
指
導
要
領
改
訂
の

方
向
性
の
１
つ
で
あ
る
「
ど
の
よ
う
に
学

ぶ
か
」
の
視
点
に
立
ち
、
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
を
通
し
て
、「
何
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
か
＝
対
話
力
の
伸
長
」
を

授
業
の
工
夫
ポ
イ
ン
ト
を
共
有
す
る
こ
と
で
指
導
改
善
を

図
り
、目
標
の「
対
話
力
の
伸
長
」
を
達
成
す
る

千
葉
県
立
上
総
高
校
は
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
「
対
話
力
の
伸
長
」
を
目
標
に
掲
げ
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
視
点
か
ら
の
指
導
改
善
を
進
め
て
い
る
。

17
年
度
に
は
、
授
業
の
工
夫
ポ
イ
ン
ト
を
５
つ
に
整
理
し
て
全
校
で
共
有
。
年
２
回
の
授
業
研
究
週
間
な
ど
を
通
し
て
、
指
導
改
善
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
た
。

ど
の
教
科
の
授
業
に
お
い
て
も
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
の
学
習
、
振
り
返
り
を
実
践
し
て
き
た
結
果
、
生
徒
た
ち
の
対
話
力
は
着
実
に
伸
び
て
き
て
い
る
。

事
例
１
　千
葉
県
立
上か

ず
さ総

高
校

Plan

「
対
話
力
」
を
資
質
・
能
力
の
３
つ
の

柱
に
落
と
し
込
み
、全
校
で
共
有

D
o協

働
学
習
や
振
り
返
り
な
ど
で

授
業
に
対
話
の
場
を
設
け
る

8 Oc tober  2018
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　「グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
わ
せ
る
と
、
私

語
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安

も
あ
り
ま
し
た
が
、
や
っ
て
み
な
い
と
始

ま
り
ま
せ
ん
。
う
ま
く
い
か
な
い
場
面
も

あ
り
ま
し
た
が
、
諦
め
ず
に
毎
回
、
協
働

学
習
を
行
い
ま
し
た
」（
糸
川
先
生
）
　

　振
り
返
り
で
は
、「
今
日
分
か
っ
た
こ

と
」「
今
日
学
習
し
た
こ
と
が
、
社
会
で

生
か
さ
れ
て
い
る
場
面
は
？
」
の
２
点
を

書
か
せ
た
。
そ
し
て
、
生
徒
が
提
出
し
た

時
に
一
読
し
、
必
ず
声
を
か
け
た
。
例
え

学
び
を
具
体
化
す
る
た
め
の
授
業
の
工
夫

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
①
学
習
内
容
の
明
確

化
、
②
問
い
の
工
夫
、
③
教
材
・
教
具
の

工
夫
、
④
指
導
方
法
の
工
夫
、
⑤
内
容
の

振
り
返
り
の
５
つ
を
提
示（
図
２
）。
チ
ー

ム
の
メ
ン
バ
ー
が
各
教
科
会
に
参
加
し
て

そ
の
内
容
を
説
明
し
、
メ
ン
バ
ー
の
実
践

な
ど
を
基
に
具
体
的
な
方
法
も
示
し
た
。

　糸
川
先
生
は
、
教
務
主
任
と
し
て
率
先

し
て
指
導
改
善
に
努
め
た
。担
当
す
る
３

年
生
の
化
学
の
授
業
で
は
、授
業
の
流
れ

を
、
①
学
び
直
し
、
②
説
明
、
③
ま
と
め
、

④
問
題
演
習
、⑤
振
り
返
り
と
し
て
固
定
。

授
業
冒
頭
に
は
本
時
の
目
標
を
示
し
、
生

徒
が
目
標
と
流
れ
の
両
方
の
見
通
し
を

持
っ
て
学
べ
る
よ
う
に
し
た
。
そ
し
て
、

対
話
力
を
伸
ば
す
た
め
に
他
者
と
話
す
場

面
を
つ
く
ろ
う
と
、
協
働
学
習
と
振
り
返

り
を
重
視
。問
題
演
習
で
は
、生
徒
に
と
っ

て
難
し
い
問
題
を
出
し
、
グ
ル
ー
プ
で
取

り
組
ま
せ
る
こ
と
を
１
年
間
継
続
し
た
。

ば
、単
語
し
か
書
い
て
い
な
い
生
徒
に
は
、

「
こ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
な
の
？
」
と
問

い
か
け
、
自
分
の
言
葉
で
述
べ
さ
せ
た
。

　３
学
期
に
は
、
糸
川
先
生
が
最
初
に
手

順
を
説
明
す
る
と
、
後
は
生
徒
が
自
分
た

ち
だ
け
で
話
し
合
い
な
が
ら
学
習
を
進
め

る
場
面
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「進
路
決
定
後
の
３
年
生
の
授
業
で
は
、

例
年
生
徒
の
集
中
力
が
途
切
れ
が
ち
で
し

た
が
、
そ
の
年
の
生
徒
た
ち
が
主
体
的
・

自
立
的
に
取
り
組
む
姿
に
、
指
導
の
手
応

千
葉
県
立
上
総
高
校

◎
校
訓
は
「
誠
実

　進
取

　希
望
」。
重
点
教
育
目

標
に
「
言
語
活
動
と
体
験
活
動
を
充
実
さ
せ
、
生

徒
の
対
話
力
を
伸
ば
す
教
育
活
動
を
展
開
す
る
」

な
ど
を
掲
げ
る
。
２
年
次
に
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
実
施
。
地
域
で
の
清
掃
活
動
や
地
元
の
小
学

生
を
招
い
た
農
業
体
験
な
ど
、
地
域
と
の
交
流
に

も
力
を
入
れ
る
。

◎
設
立

　１
９
１
０
（
明
治
43
）
年

◎
形
態

　全
日
制
／
普
通
科
・
園
芸
科
／
共
学

◎
生
徒
数

　１
学
年
約
80
人

◎
２
０
１
８
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）

４
年
制
大
は
、
清
和
大
、
東
京
情
報
大
、
東
京
農

業
大
、
日
本
大
に
４
人
が
合
格
。
短
大
、
専
門
学

校
進
学
14
人
。
就
職
52
人
。

◎U
RL

　https://w
w

w
.chiba-c.ed.jp/kazusa-h/

千
葉
県
立
上
総
高
校

糸
川
靖
英

　い
と
か
わ
・
や
す
ひ
で

教
職
歴
９
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

６
年
目
。
主
幹
教
諭
。
教
務
主
任
。

理
科
（
化
学
）。

千
葉
県
立
上
総
高
校
教
頭

池
谷
道
雄

　い
け
や
・
み
ち
お

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

１
年
目
。

上総高校が掲げた育成を目指す資質・能力図１ 上総高校が設定した資質・能力図１

＊学校資料を基に編集部で作成

具体的な取り組み図 2

 1 学習内容の明確化
  本時の目標を提示し、生徒が何を学習しているのかを明確にする

 ２ 問いの工夫
  生徒が興味・関心を持つ問いかけ、思考・表現する問いかけ

 ３ 教材・教具の工夫
  視覚に訴える教材など

 ４ 指導方法の工夫
  ペア学習、グループ学習、先生役生徒の活用など

 ５ 内容の振り返り
  発表、生徒相互確認、振り返りシートの活用など

＊学校資料を基に編集部で作成

学びに向かう力・人間性等

学校として育成すべき資質・能力

対話力の伸長

知識・技能 思考力・判断力・表現力等

どのように
社会・世界と関わり、
よりよい人生を送るか

何を理解しているか、
何ができるか

聞く力 理解する力 説明する力

理解していること・
できることをどう使うか

考えを述べ、行動する力

 Oc tober  20189
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施
し
た
。
授
業
者
は
、
授
業
の
工
夫
ポ
イ

ン
ト（
Ｐ
．９
図
２
）に
沿
っ
て
授
業
づ
く

り
を
し
、
参
観
者
も
そ
の
視
点
で
授
業
を

見
て
、「
自
分
の
授
業
に
取
り
入
れ
た
い
」

と
思
っ
た
方
法
を
「
先
生
方
の
授
業
の
い

い
と
こ
探
し
」
シ
ー
ト
に
記
入
し
、
授
業

研
究
チ
ー
ム
に
提
出
。
チ
ー
ム
が
、
参
観

者
が
挙
げ
た
「
い
い
と
こ
」
を
授
業
の

工
夫
ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
ま
と
め
（
図
３
）、

全
教
師
に
配
布
し
て
工
夫
の
仕
方
を
共
有

す
る
と
と
も
に
、
教
師
自
身
や
教
科
会
で

の
振
り
返
り
に
活
用
し
て
も
ら
っ
た
。

　校
内
授
業
研
究
週
間
中
、
生
徒
に
対
す

る
各
授
業
の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
。「
本

時
の
目
標
が
提
示
さ
れ
て
い
る
」「
振
り

返
り
が
実
施
さ
れ
て
い
る
」
な
ど
、
質
問

項
目
を
統
一
し
て
、
指
導
改
善
の
状
況
を

確
認
し
た
。
６
月
と
11
月
の
結
果
を
比
較

す
る
と
、「
１
時
間
の
流
れ
が
分
か
り
や

す
い
」
と
い
う
項
目
の
肯
定
率
が
32
ポ
イ

ン
ト
上
昇
。
ま
た
、
11
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、「
自
分
の
考
え
や
意
見
を
述
べ
た

り
説
明
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
く
取
り
組

ん
だ
」
な
ど
、
生
徒
の
学
習
意
識
も
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
教
え
合
い
や
対
話
に
関
す

る
項
目
の
肯
定
率
が
高
か
っ
た
（
図
４
）。

　「グ
ル
ー
プ
学
習
を
全
教
科
が
取
り
入

れ
た
成
果
が
表
れ
ま
し
た
。
生
徒
も
授
業

が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
実
感
し
、
一
生

懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
り

え
を
感
じ
ま
し
た
。
全
校
で
方
向
性
を
共

有
し
た
か
ら
こ
そ
、
授
業
だ
け
で
な
く
、

学
級
経
営
で
も
対
話
力
が
重
視
さ
れ
、
落

ち
着
い
た
学
級
づ
く
り
が
で
き
た
こ
と
が

基
盤
に
あ
る
と
思
い
ま
す
」（
糸
川
先
生
）

　振
り
返
り
で
も
、
当
初
は
糸
川
先
生
か

ら
の
問
い
か
け
を
嫌
が
っ
た
生
徒
も
い
た

が
、
だ
ん
だ
ん
話
す
こ
と
に
抵
抗
感
が
な

く
な
っ
た
と
言
う
。

　そ
う
し
た
生
徒
の
変
化
は
、生
徒
自
身

が
学
び
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
た

結
果
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
生
徒
が
書
い
た

書
類
の
文
字
が
読
み
に
く
け
れ
ば
、「
履

歴
書
に
も
そ
ん
な
字
を
書
く
の
？
」
と
提

出
時
に
す
ぐ
指
摘
し
た
り
、
授
業
中
、
根

拠
を
示
し
た
発
言
を
し
た
時
は
、「
面
接

で
も
、今
の
よ
う
に
根
拠
を
示
し
て
言
う

と
い
い
ね
」
と
褒
め
た
り
し
て
い
る
。
そ

の
場
で
生
徒
が
自
身
の
行
動
を
振
り
返
れ

る
よ
う
に
し
、授
業
で
の
学
び
が
就
職
に

つ
な
が
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
て
い
る
。

　６
月
と
11
月
に
は
各
１
週
間
、
教
師
の

空
き
時
間
に
担
当
教
科
を
超
え
て
授
業
を

参
観
す
る
「
校
内
授
業
研
究
週
間
」
を
実

ま
し
た
」（
糸
川
先
生
）

　そ
の
流
れ
を
さ
ら
に
推
進
し
よ
う
と
、

12
月
、「
教
科
と
し
て
目
標
と
す
る
対
話

力
」
を
各
教
科
会
で
定
義
し
た
。
担
当
教

科
の
授
業
で
生
徒
が
対
話
力
を
発
揮
し
て

い
る
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
い
、
そ
の

姿
を
教
科
ご
と
に
ま
と
め
、
そ
れ
を
目
指

し
た
授
業
づ
く
り
を
す
る
こ
と
で
授
業
改

善
が
よ
り
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
。

　18
年
度
に
着
任
し
た
池い

け

谷や

道
雄
教
頭

は
、
着
任
早
々
授
業
を
見
て
、
グ
ル
ー
プ

学
習
が
落
ち
着
い
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

に
指
導
改
善
の
成
果
を
感
じ
た
と
語
る
。

　「教
職
歴
２
年
目
の
若
手
教
師
の
授
業

で
は
、
勉
強
が
あ
ま
り
得
意
で
は
な
い
生

徒
も
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
て
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
な
か
な
か
主
体
的

に
学
習
に
向
か
え
な
い
生
徒
も
、
み
ん
な

で
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
習
姿
勢

が
変
わ
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
」

　た
だ
、
今
年
度
は
多
く
の
教
師
が
異
動

し
た
た
め
、
授
業
研
究
チ
ー
ム
が
各
教
科

の
教
科
会
に
参
加
し
、
目
標
と
授
業
の
工

夫
ポ
イ
ン
ト
の
共
有
か
ら
始
め
た
。

校内授業研究週間「先生方の授業のいいとこ探し」図 3

C
h
eck

授
業
改
善
の
定
着
度
と

生
徒
の
学
習
意
欲
を
調
査

A
ctio

n

ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
対
話
力
の
定
着

を
測
り
、指
導
改
善
に
生
か
す

＊１　ベネッセのアセスメント「進路マップ」の１つで、義務教育範囲の学び直し専用プリント教材。
＊２　ベネッセのアセスメント「進路マップ」の１つで、義務教育範囲も含めた基礎学力を測るマーク式テスト。

上は、校内授業研
究週間で、授業を
参観した教師が書
いた授業の「いい
とこ」。それらを
基に、授業研究
チームが各教科の
授業の工夫をポス
ターにまとめ、教
科を超えて指導の
工夫を共有した。

＊学校資料をそのま
ま掲載
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ネ
ッ
セ
の
「
マ
ナ
ト
レ
」（
＊
１
）
を
活

用
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
学
力
の
定
着

度
を
測
定
す
る
た
め
、
ベ
ネ
ッ
セ
の
「
基

礎
力
診
断
テ
ス
ト
」（
＊
２
）
を
導
入
す

る
こ
と
に
し
た
。「
高
校
生
の
た
め
の
学

び
の
基
礎
診
断
」
の
運
用
開
始
に
備
え
る

こ
と
も
、
ね
ら
い
の
１
つ
だ
。

　「こ
の
テ
ス
ト
に
は
、
教
科
学
力
や
進

路
意
識
と
と
も
に
、『
自
我
同
一
性
』（
＊
３
）

を
測
る
項
目
が
あ
り
、社
会
度
が
高
け
れ

ば『
他
人
の
意
見
を
聞
け
る
』、自
我
度
が

高
け
れ
ば『
自
分
の
意
見
を
は
っ
き
り
言

え
る
』
と
い
っ
た
よ
う
に
、
本
校
が
育
成

を
目
指
す
対
話
力
を
測
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
し
た
。生
徒
の
自
我
同
一
性
の
分

布
に
よ
っ
て
指
導
の
方
向
性
が
明
確
に
な

り
、全
教
師
で
意
識
共
有
で
き
る
と
考
え
、

全
学
年
で
年
２
回
実
施
し
、指
導
改
善
に

生
か
す
こ
と
に
し
ま
し
た
」（
糸
川
先
生
）

　５
月
に
実
施
し
た
「
基
礎
力
診
断
テ
ス

ト
」
の
結
果
を
見
る
と
、
教
科
学
力
に
つ

い
て
は
、
Ｇ
Ｔ
Ｚ
（
＊
４
）
で
Ｄ
３
だ
っ

た
生
徒
が
各
学
年
と
も
約
６
割
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
基
礎
学
力
の
向
上
が
課
題

で
あ
る
こ
と
を
全
校
で
共
有
す
る
と
、
生

徒
に
家
庭
学
習
習
慣
の
定
着
を
図
ろ
う
と

宿
題
を
課
す
教
科
も
出
て
き
た
。
ま
た
、

「
基
礎
力
診
断
テ
ス
ト
」
付
属
の
事
前
学

　「前
年
度
に
う
ま
く
い
っ
た
方
法
が
、

今
年
度
も
う
ま
く
い
く
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
着
任
し
た
先
生
方
を
含
め
て
、
全
校

で
改
め
て
指
導
改
善
の
方
向
性
を
共
有
し

ま
し
た
」（
糸
川
先
生
）

　授
業
づ
く
り
で
は
、
学
習
内
容
の
明
確

化
と
振
り
返
り
に
焦
点
を
あ
て
た
。
前
年

度
ま
で
の
成
果
か
ら
、
目
標
の
立
て
方
を

「
○
○
し
よ
う
」
か
ら
「
○
○
し
て
、
×

×
を
理
解
し
よ
う
」
に
変
え
た
。

　「習
得
だ
け
で
終
わ
ら
ず
、
活
用
ま
で

を
目
標
と
し
て
い
る
こ
と
が
、
生
徒
に
分

か
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」（
糸
川
先
生
）

　ま
た
、学
び
直
し
に
は
数
年
前
か
ら
ベ

習
教
材
を
ど
う
活
用
す
る
か
も
課
題
に
上

が
り
、
県
内
の
先
進
校
の
取
り
組
み
を
参

考
に
改
善
す
る
予
定
だ
。

　自
我
同
一
性
に
つ
い
て
は
、発
達
型
や

社
会
型
の
生
徒
が
多
い
こ
と
か
ら（
図
５
）、

今
後
の
指
導
の
方
向
性
が
見
え
て
き
た
。

　「他
者
の
話
を
聞
け
る
生
徒
が
多
い
と

分
か
り
、今
後
重
視
す
べ
き
は
、生
徒
が
発

言
す
る
機
会
を
意
図
的
に
つ
く
る
こ
と
だ

と
分
か
り
ま
し
た
。課
題
は
、途
上
型
の
生

徒
へ
の
指
導
で
す
。社
会
性
や
自
我
の
確

立
に
は
自
己
肯
定
感
も
重
要
で
す
が
、本

校
の
生
徒
は
な
か
な
か
自
分
に
自
信
が
持

て
ま
せ
ん
。教
師
が
生
徒
に
も
っ
と
声
を

か
け
、先
生
は
自
分
を
見
て
く
れ
て
い
る

と
、ま
ず
は
安
心
感
を
持
た
せ
る
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」（
池
谷
教
頭
）

　外
部
講
師
に
よ
る
講
演
会
で
は
、
講
師

に
突
然
質
問
さ
れ
た
３
年
生
が
し
っ
か
り

し
た
受
け
答
え
を
す
る
な
ど
、
授
業
以
外

の
場
面
で
も
「
対
話
力
の
伸
長
」
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「我
々
が
考
え
る
以
上
に
速
い
ス
ピ
ー

ド
で
社
会
は
変
化
し
て
お
り
、
生
徒
は

そ
の
社
会
を
生
き
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
目
の
前
の
生
徒
に
必
要
で
あ
れ
ば
、

新
し
い
指
導
を
取
り
入
れ
て
、
生
徒
に
社

会
で
必
要
と
な
る
資
質
・
能
力
を
育
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
池
谷
教
頭
）

■授業中、分からないところを友だち同士で教え合うことができている
［３年生「科学と人間生活」「化学基礎」の授業］

■自分の考えや意見を述べたり説明したりすることによく取り組んだ
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（％）
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＊学校資料を基に編集部で作成
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（％）
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58 42

69 31
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＊３　精神分析学者エリック・エリクソンが提唱した考え方。「基礎力診断テスト」では、自分のあり方に確信を持ち、自分の判断で行動でき、自分を主張していくという「自
我確立度」と、社会の中で自分の役割を自覚して引き受けようとする「社会性確立度」から「自我同一性」を捉えている。
＊４　ベネッセのアセスメントにおける共通の学力評価指標、「学習到達ゾーン」のこと。「Ｓ１」〜「Ｄ３」までの１５段階で評価される。

自我同一性の生徒の分布図５

校内授業研究週間に行った生徒アンケートの結果（抜粋）図４

＊学校資料を基に編集部で作成

社会型
社会性の確立度が高い。他
者とのかかわりを意識でき
る

他人の意見を聞ける
１年 29.6％、２年 26.8％、
３年 33.8％

途上型
ともに確立度が低い。（発
展途上）自己理解が低く、
集団（学校生活）になじめ
ないことも

１年15.5％、２年 26.8％、
３年 25.0％

発達型
ともに確立度が高い。「他
者とのかかわりの中での自
分らしさ」を認識できる（自
己理解）

１年 36.6％、２年 26.8％、
３年 32.5％

自我型
自我の確立度が高い。「自
分らしさ」を持っている

自分の意見を
はっきり言える

１年18.3％、２年19.5％、
３年 8.8％

100

50

0 50 自我の確立度→

←
社
会
性
の
確
立
度

100
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の
指
定
を
受
け
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
実
践
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

に
基
づ
い
た
学
校
改
革
に
着
手
。各
教
科
・

科
目
で
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
の
実
践

や
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
か

ら
の
授
業
改
善
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

　

　17
年
度
は
、
学
校
教
育
活
動
全
体
の
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
確
立
に
動
き
出
し

た
。
ま
ず
、
教
科
・
科
目
を
超
え
て
教
育

目
標
の
共
有
を
図
る
た
め
、「
ク
ロ
ー
バ
ー

プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
た
。
そ
れ
は
、
既
存

の
教
育
活
動
を
「
確
か
な
学
力
の
育
成
」

「
探
究
力
の
育
成
」「
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実

践
」「
自
己
実
現
を
叶
え
る
為
の
サ
ポ
ー

ト
」
の
４
つ
に
整
理
し
、
目
指
す
学
校
像

と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育

　大
阪
府
の
教
育
を
牽
引
す
る
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
と
し
て
２
０
１
１
年
度

に
開
校
し
た
大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
附
属

高
校
は
、大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
の
研
究
・

研
修
機
能
と
一
体
と
な
っ
た
教
育
活
動
を

展
開
す
る
公
立
高
校
だ
。開
校
以
来
、「
変

化
の
激
し
い
社
会
の
中
で
感
性
を
豊
か

に
、
生
き
抜
く
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
学

校
」
を
目
指
す
学
校
像
に
掲
げ
て
い
る
。

　16
年
度
に
は
、
文
部
科
学
省
「
高
校
生

の
基
礎
学
力
の
定
着
に
向
け
た
学
習
改

善
の
た
め
の
調
査
研
究
事
業
」（
３
年
間
）

活
動
で
育
成
す
る
資
質
・
能
力
を
示
し
た

も
の
だ
（
図
１
）。
そ
の
中
で
、
特
に
育

成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
と
し
て
掲
げ
た

の
が
、「
メ
タ
認
知
能
力
」
と
「
自
己
調

整
能
力
」
で
あ
る
。
首
席
の
田
中
昌ま

さ
か
ず一
先

生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「生
徒
自
身
が
目
標
を
持
ち
、
そ
の
実

現
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
姿
勢
や
力
を
育

ま
な
い
限
り
、
基
礎
学
力
の
定
着
や
思
考

力
等
の
育
成
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
生
徒

が
自
分
の
学
力
を
客
観
的
に
見
て
課
題
を

把
握
し
、
自
ら
改
善
し
て
い
く
力
を
育
む

こ
と
が
最
大
の
目
標
だ
と
捉
え
ま
し
た
」

　そ
の
上
で
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
。
学
年
団
で

は
「
学
年
目
標
」
と
「
育
て
た
い
力
」
を
、

各
教
科
で
は
「
科
目
の
目
標
、
つ
け
た
い

力
」
を
設
定
し
、
全
学
年
、
全
教
科
・
科

目
を
見
通
し
た「
年
間
指
導
計
画
一
覧
表
」

を
作
成
し
た
。
宮
田
早さ

え

こ
永
子
教
頭
は
、
そ

の
意
義
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「『
年
間
指
導
計
画
一
覧
表
』
に
よ
り
、

時
期
ご
と
の
各
教
科
・
科
目
の
内
容
及
び

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
が
一
覧
で
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
教
科
内
で

指
導
計
画
を
立
て
る
際
も
、
他
教
科
と
の

連
携
を
考
え
た
り
、
重
複
し
て
い
る
部
分

は
精
選
し
た
り
と
、
他
教
科
と
の
連
動
を

意
識
し
た
計
画
の
立
案
が
可
能
に
な
り
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
第
一

歩
と
な
り
ま
し
た
」

メ
タ
認
知
能
力
と
自
己
調
整
能
力
の
育
成
を
目
指
し
、

振
り
返
り
を
重
視
し
た
指
導
を
全
校
で
実
施

大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
附
属
高
校
は
、
２
０
１
７
年
度
、「
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ン
」
で
既
存
の
教
育
活
動
を
整
理
し
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
教
員
間
で
共
有
し
た
。

そ
の
中
で
も
メ
タ
認
知
能
力
と
自
己
調
整
能
力
の
育
成
に
焦
点
を
あ
て
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
活
用
や
授
業
で
の
振
り
返
り
を
強
化
し
て
き
た
。

教
科
・
科
目
を
超
え
た
授
業
研
究
な
ど
を
進
め
る
過
程
で
、
学
校
教
育
活
動
全
体
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
が
回
り
始
め
て
い
る
。

事
例
２
　大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
附
属
高
校

P
lan

「
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ン
」
で
育
成

を
目
指
す
資
質・
能
力
を
共
有
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　メ
タ
認
知
能
力
と
自
己
調
整
能
力
の
育

成
に
向
け
て
始
め
た
の
が
、
１
年
生
を
対

象
と
し
た
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
活
用
だ
。

し
ょ
う
。
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
主
体
性
の

育
成
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ま
し
た
」

　ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
導
入
は
、
教
員
が

振
り
返
り
の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る
契
機

に
も
な
っ
た
と
、
指
導
教
諭
の
池
田
径け

い

先

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
将
来

の
目
標
を
見
据
え
て
今
、
何
を
す
べ
き
か

を
考
え
る
自
己
調
整
が
重
要
に
な
る
こ
と

を
伝
え
、「
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ン
」
の
内

容
と
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
意
義
を
説
明
。

学
習
や
行
事
の
活
動
記
録
、
模
擬
試
験
の

帳
票
な
ど
を
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
に
蓄
積
さ

せ
る
よ
う
に
し
た
。

　そ
の
一
例
は
、「
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ン

『
夏
休
み
実
行
計
画
』」
だ
。
夏
季
休
業
前

に
４
つ
の
プ
ラ
ン
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
を
立

て
さ
せ
、夏
季
休
業
後
に
そ
の
計
画
の
振

り
返
り
を
さ
せ
た
。ま
た
、年
度
末
に
は
、

４
つ
の
プ
ラ
ン
ご
と
に
１
年
間
を
振
り
返

り
、で
き
た
こ
と
と
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
セ
ス
と
そ
の
結
果
、そ

し
て
次
年
度
に
向
け
た
目
標
と
そ
の
達
成

に
向
け
た
方
策
を
考
え
さ
せ
た
（
Ｐ
．14

図
２
）。
田
中
先
生
は
こ
う
語
る
。

　「生
徒
は
、活
動
を
振
り
返
り
、そ
の
内

容
を
メ
タ
認
知
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

自
分
で
見
通
し
を
立
て
、
前
に
進
め
る
で

大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
附
属
高
校

◎
大
阪
府
立
大
和
川
高
校
を
改
編
し
て
開
校
。「
共

に
学
び
、
共
に
敬
い
、
共
に
高
ま
る
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
、
新
た
な
学
び
の
創
造
を
目
指
す
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
探
究
学
習
な
ど
を

通
し
て
、
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
型
学
力
の
育
成
を
図
る
。

◎
設
立

　２
０
１
１
（
平
成
23
）
年

◎
形
態

　全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数

　１
学
年
約
２
４
０
人

◎
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

京
都
外
国
語
大
、
立
命
館
大
、
龍
谷
大
、
追
手
門

学
院
大
、
大
阪
経
済
大
、
大
阪
電
気
通
信
大
、
関

西
外
国
語
大
、
関
西
大
、
近
畿
大
、
摂
南
大
、
桃

山
学
院
大
、
関
西
学
院
大
、
甲
南
大
、
神
戸
学
院

大
な
ど
に
延
べ
１
４
４
人
が
合
格
。

◎U
RL

　http://w
w

w
.osaka-c.ed.jp/partner/

大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
附
属
高
校

竹
島
貴
之

　た
け
し
ま
・
た
か
ゆ
き

教
職
歴
４
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

５
年
目
。
３
学
年
副
担
任
。
進
路

指
導
部
。

大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
附
属
高
校

太
田
圭
輔

　お
お
た
・
け
い
す
け

教
職
歴
８
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。
１
学
年
担
任
。
進
路
指

導
部
。

大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
附
属
高
校

酒
井
将
平

　さ
か
い
・
し
ょ
う
へ
い

教
職
歴
９
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。
探
究
科
主
任
。
総
務
企

画
部
。

大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
附
属
高
校

池
田
径

　い
け
だ
・
け
い

教
職
歴
12
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。
指
導
教
諭
。
生
徒
指
導

部
。

大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
附
属
高
校

田
中
昌
一

　た
な
か
・
ま
さ
か
ず

教
職
歴
34
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

８
年
目
。
首
席
。

大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
附
属
高
校
教
頭

宮
田
早
永
子

　み
や
た
・
さ
え
こ

教
職
歴
26
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

10
年
目
。

「クローバープラン」図１

ほかに、生徒向けに４つの学習で何を行うかをまとめた「ク
ローバープラン」も作成し、生徒に配布した。
＊学校資料を基に編集部で作成

確かな学力の育成
•全教科で取り組む授業研究・授業改善（ICEモデルの実践）
　パフォーマンス課題、ルーブリックの活用、思考力・
判断力を育みつつ、基礎学力の定着を図る。（ＩＣＴ
活用、アクティブ・ラーニング）

•学びの基礎診断等を活用したＰＤＣＡサイクルの確立
　生徒　計画を立てながら学習する。テストの結果を

振り返り修正する。
　教員　観点別学習状況評価に基づくシラバスによる

授業の実施。

•カリキュラム・マネジメントの実践（コア）
　教育課程実施計画、シラバスの検証を行い改善する。
（カリキュラム面の関連性、マネジメント面の協働性）

キャリア教育の実践
仕事・社会へのトランジション

•３年間を通した進路指導計画の実践
　進路ＨＲ、進路行事、探究ナビとの連携、高大連携、
外部人材の活用等。

•ガイダンス機能を充実させ、自ら学ぶ生徒を育成
　教務部と進路指導部、学年が連携した選択指導、社
会とのつながりを意識させる授業の実践。（外部機関
との連携、パフォーマンス課題）

　メタ認知能力を伸ばし、自己調整型の主体的な学習
ができる工夫の実践。

•進路希望実現に結びつく学力の育成
　目標を持って主体的に学習する力を育成する進路指導。

探究力の育成
•コミュニケーション能力の育成（チームで働く）
　職業調べ、商品開発、演劇プログラム等を通して聴く、
話す、協働する等の力をつける。

•社会とつながる力の育成（考え抜く）
　文化研究やフィールドワークを通して、かかわる、計
画する、多面的・多角的に考える等の力をつける。

•未来を拓く力の育成（前に踏み出す）
　個人、グループによる課題研究を通して、企画する、
望ましい解決をめざす、発信する、進路を切り拓く等
の力をつける。

　「探究ナビ」を教科横断型の教科として、研究・実践
を行う

自己実現を叶える為のサポート
•行事・部活動、生徒会、ボランティア等の特別活動
を通しての人間力の育成
　自主的な活動計画、リーダーシップ、チームワーク等。

•人権教育を基盤とした生徒指導
　他者への思いやり、基本的な生活習慣の確立。

•読書活動の充実
　図書室の充実により、読解力育成の基礎固め、知識
を広げ、教養を深める。

D
oポ

ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
活
用
し
た

振
り
返
り
に
よ
り
見
通
し
を
持
た
せ
る

 Oc tober  201813

特集
資質・能力を育む
指導のＰＤＣＡサイクル
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　「学
期
の
最
初
に
は
メ
タ
認
知
能
力
の

重
要
性
を
説
明
し
、
定
期
考
査
の
振
り
返

り
の
際
に
も
『
メ
タ
認
知
能
力
を
発
揮
で

き
た
か
ど
う
か
』
を
３
段
階
で
振
り
返
ら

せ
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
述
を
見

る
と
、生
徒
は
、目
標
を
持
っ
て
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
課
題
ま
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た

が
、
メ
タ
認
知
的
な
問
い
か
け
を
し
て
考

え
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
」（
田
中
先
生
）

　評
価
指
標
の
１
つ
に
は
、
ベ
ネ
ッ
セ
の

「
進
路
マ
ッ
プ
」（
＊
１
）
を
活
用
し
た
。

Ｇ
Ｔ
Ｚ
（
＊
２
）
で
学
習
到
達
度
を
測
る

と
と
も
に
、「
進
路
マ
ッ
プ
」
の
ア
ン
ケ
ー

ト
項
目
に
メ
タ
認
知
能
力
や
自
己
調
整
能

力
に
関
す
る
学
校
独
自
の
質
問
を
加
え

た
。
そ
の
結
果
を
見
る
と
、
メ
タ
認
知
能

力
や
自
己
調
整
能
力
の
指
導
は
、
ま
だ
全

体
に
は
効
果
が
表
れ
て
い
な
い
と
捉
え
て

い
る
（
図
４
）。
さ
ら
に
、
１
学
期
末
と

２
学
期
末
に
実
施
し
た
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
で
は
、「
生
徒
の
取
り
組
み
」「
生

徒
の
意
識
」「
社
会
へ
の
関
心
や
貢
献
」「
他

者
と
協
働
的
に
学
ぶ
こ
と
」
に
関
す
る
項

目
で
前
向
き
な
変
化
が
表
れ
て
い
た
。
た

だ
、
そ
こ
で
も
メ
タ
認
知
能
力
と
自
己
調

整
能
力
に
は
課
題
が
見
ら
れ
た
。

　16
年
度
か
ら
進
め
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

課
題
の
実
践
と
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
に
向
け
て

は
、
６
月
と
11
月
に
「
授
業
研
究
月
間
」

を
設
け
た
。
ま
ず
、
６
月
は
全
教
科
で
互

見
授
業
を
実
施
。
各
教
科
で
テ
ー
マ
を
設

け
て
授
業
を
行
い
、
参
観
者
は
、「
授
業

観
察
シ
ー
ト
」
に
、
目
標
に
対
す
る
指
導

生
は
指
摘
す
る
。

　「本
校
に
は
、ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー

ル
と
し
て
、ま
ず
は
や
っ
て
み
る
と
い
う

意
識
が
教
員
間
に
根
づ
い
て
い
ま
す
が
、

教
育
活
動
の
綿
密
な
効
果
検
証
は
手
薄
に

な
り
が
ち
で
し
た
。ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の

作
成
は
、振
り
返
り
の
重
要
性
を
認
識
す

る
大
き
な
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
」

　田
中
先
生
は
、
担
当
す
る
「
数
学
Ⅰ
」

の
授
業
で
最
初
に
、
単
元
の
指
導
計
画
が

掲
載
さ
れ
、「
要
点
・
発
見
・
課
題
」
の

観
点
で
振
り
返
り
を
書
き
込
め
る
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
（
図
３
）
を
配
布
し
、
生
徒
が
見

通
し
を
持
っ
て
授
業
に
臨
め
る
よ
う
に
す

る
と
と
も
に
、
毎
時
間
振
り
返
り
を
行
わ

せ
る
よ
う
に
し
た
。
そ
し
て
、
単
元
の
最

後
に
は
、
日
常
の
問
題
を
授
業
で
学
ん
だ

数
学
的
な
知
識
・
技
能
を
用
い
て
解
決
す

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
を
出
し
、
そ
の

結
果
を
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
評
価
し
た
。

夏休み実行計画

１学年末の振り返り

「夏休み実行計画」と「１学年末の振り返り」のワークシート図２

＊学校資料をそのまま掲載

C
h
eck

教
科
を
超
え
た
授
業
研
究
で

指
導
の
強
み
・
弱
み
を
述
べ
合
う

＊１　ベネッセが提供する、生徒の「なりたい自分さがし」と「なりたい自分づくり」をサポートする教材（適性検査、学力テストなどがある）。
＊２　ベネッセのアセスメントにおける共通の学力評価指標、「学習到達ゾーン」のこと。「Ｓ１」〜「Ｄ３」までの１５段階で評価される。　

「学びの地図」（単元計画表）「数学Ⅰ」２次不等式図３

＊学校資料をそのまま掲載

14 Oc tober  2018

Q8-586-000 2018 年度　VIEW21高校版 10月号 14頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校
10/02
引寺

再
念
校
10/04
南部

再
々
念
校

10/04
南部 − −/−

− − −/−
−

P12-15_view21koukou-10g.indd   14 2018/10/04   17:19



き
続
き
活
用
し
、
１
年
生
で
も
活
用
を
始

め
た
。「JA

PA
N

 e-Portfolio

」（
＊
３
）

の
活
用
も
視
野
に
入
れ
、
よ
り
効
果
的
な

活
用
法
を
探
っ
て
い
る
。

　教
科
指
導
に
お
い
て
は
、ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
の
質
の
改
善
を
図
ろ
う
と
、「
Ｉ
Ｃ
Ｅ

モ
デ
ル
」（
＊
４
）の
活
用
を
始
め
た
。既

に
学
校
設
定
科
目
の「
探
究
ナ
ビ
」で
は
、

生
徒
に
自
身
の
活
動
を
振
り
返
ら
せ
、ど

の
段
階
の
学
び
が
達
成
で
き
て
い
る
の
か

「
Ｉ
Ｃ
Ｅ
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」で
測
っ
て
い
た
。

「
探
究
ナ
ビ
」
は
１
〜
３
年
次
で
系
統
的

に
教
科
横
断
型
の
探
究
学
習
を
行
う
科
目

で
、学
年
団
の
多
く
の
教
員
が
か
か
わ
る
。

同
科
目
で「
Ｉ
Ｃ
Ｅ
モ
デ
ル
」
を
活
用
し

た
こ
と
に
よ
り
、そ
の
有
効
性
が
浸
透
し
、

教
科
指
導
で
の
導
入
と
な
っ
た
。探
究
科

主
任
の
酒
井
将
平
先
生
は
こ
う
語
る
。

　「『
Ｉ
Ｃ
Ｅ
モ
デ
ル
』で
こ
れ
ま
で
の
授

業
を
整
理
す
る
と
、ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
で
、ど
う
い
っ
た
資
質・能
力
を
育
も
う

と
し
て
い
る
の
か
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

学
び
の
質
に
着
目
し
た
授
業
設
計
は
、汎

用
性
が
高
く
、全
教
科
の
共
通
言
語
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、教
科
指
導
で

も
活
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

　そ
こ
で
、18
年
度
初
め
に
全
教
員
が
参

加
す
る
校
内
研
修
を
実
施
し
、改
め
て
「
Ｉ

Ｃ
Ｅ
モ
デ
ル
」の
共
通
理
解
を
図
り
、
各

教
科
の
状
況
に
合
わ
せ
て
導
入
す
る
こ
と

と
し
た
。例
え
ば
、英
語
科
で
は
、定
期
考

査
後
に「
Ｉ
Ｃ
Ｅ
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」を
取
り

入
れ
た
振
り
返
り
を
行
い
、生
徒
が
自
身

の
理
解
度
を
メ
タ
認
知
で
き
る
よ
う
に
し

た
。ま
た
、「
数
学
Ⅰ
」で
は
、「
Ｉ
Ｃ
Ｅ
モ

デ
ル
」
を
取
り
入
れ
た
授
業
を
行
い
、
前

年
度
の
取
り
組
み
に
加
え
、単
元
の
最
後

に
自
分
で
連
立
不
等
式
の
文
章
問
題
を
つ

く
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
を
行
っ
た
。

　「今
年
度
は『
文
章
を
読
ん
で
連
立
不
等

式
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
』と
い
う
生

徒
が
、前
年
度
の
14
％
か
ら
45
％
に
増
加

し
ま
し
た
。生
徒
は
深
く
考
え
る
こ
と
を

経
験
し
、１
次
不
等
式
の
単
元
の
理
解
が

進
ん
だ
の
だ
と
思
い
ま
す
」（
田
中
先
生
）

　今
後
は
、
個
々
の
教
育
活
動
で
回
さ
れ

て
い
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
連
動
さ

せ
、
学
校
教
育
目
標
の
達
成
の
た
め
の
大

き
な
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
構
築
す
る
こ

と
が
課
題
だ
。

　「『
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ン
』『
探
究
ナ
ビ
』

『
Ｉ
Ｃ
Ｅ
モ
デ
ル
』
な
ど
を
通
し
て
教
員

間
の
共
通
理
解
が
進
ん
だ
今
こ
そ
、
さ
ら

に
大
き
な
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す

る
好
機
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。
教
科
を
超

え
て
議
論
を
加
速
さ
せ
、
生
徒
の
資
質
・

能
力
の
育
成
に
焦
点
を
あ
て
た
指
導
を
追

求
し
た
い
と
思
い
ま
す
」（
酒
井
先
生
）

法
の
適
切
さ
、
生
徒
の
学
び
の
成
立
、
参

観
者
自
身
の
学
び
に
つ
い
て
記
入
し
、
そ

れ
ら
の
内
容
を
教
科
内
で
総
括
し
た
。

　11
月
に
は
、
全
教
科
の
互
見
授
業
に
加

え
、
各
教
科
で
研
究
授
業
を
実
施
。
さ
ら

に
、
数
学
・
理
科
・
英
語
が
授
業
を
公
開

し
て
全
体
研
究
授
業
を
開
催
。全
教
員
が

い
ず
れ
か
の
授
業
を
参
観
、ま
た
は
授
業

の
録
画
を
視
聴
し
、11
月
末
の
全
体
研
修

会
で
は
、参
観
し
た
教
科
ご
と
の
グ
ル
ー

プ
に
な
り
、指
導
案
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

課
題
、
評
価
方
法
な
ど
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
。そ
こ
で
は
、「
導
入
や
目
標
が
明

確
だ
っ
た
」「
抽
象
的
な
数
学
が
具
体
的

に
理
解
で
き
た
」「
メ
タ
認
知
能
力
の
育

成
の
観
点
が
弱
い
印
象
を
受
け
た
」な
ど
、

活
発
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。３
学
年
副

担
任
の
竹
島
貴
之
先
生
は
こ
う
語
る
。

　「教
科
を
超
え
た
研
修
会
で
は
、
専
門

外
の
視
点
か
ら
の
指
摘
が
有
効
で
し
た
。

教
科
担
当
が
見
逃
し
や
す
い
改
善
点
を
把

握
で
き
ま
し
た
」

　そ
れ
ら
の
検
証
を
踏
ま
え
、
生
徒
が
自

分
で
学
び
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
着
実

に
回
せ
る
よ
う
、
18
年
度
は
ベ
ネ
ッ
セ
の

「
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
」
を
導
入
し
た
。

１
学
年
担
任
の
太
田
圭
輔
先
生
は
次
の
よ

う
に
説
明
す
る
。

　「生
徒
は
、
模
擬
試
験
の
結
果
に
一
喜

一
憂
す
る
だ
け
で
、
学
習
の
振
り
返
り
を

十
分
に
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。『
ス
タ

デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
』
の
帳
票
に
は
結
果
が

詳
細
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
自
己
調
整

能
力
の
育
成
に
効
果
が
あ
る
と
考
え
ま
し

た
。
実
際
、
面
談
の
様
子
な
ど
か
ら
、
自

分
で
弱
点
を
把
握
し
、
克
服
し
よ
う
と
す

る
生
徒
が
増
え
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」

　ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
、
２
年
生
で
は
引

■定期考査の前や、夏休み等の期間、あるいは受験に際して、計画を立てて勉強
をしている

■授業の最後に学習内容の振り返りを行う時や、定期考査の後など、自分自身の
取り組みを振り返って、次の機会に生かそうと、考えるようにしている
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どちらかと言えば
そう思う

28

どちらかと言えば
そう思わない

39

そう思わない

28

「進路マップ」での学校オリジナル質問の１年生の回答（抜粋）図４

＊学校資料を基に編集部で作成

A
ctio

n

共
通
理
解
が
進
ん
だ
今
、全
校
で
の

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
構
築
を
目
指
す

＊３　文部科学省大学入学者選抜改革推進委託事業（主体性等分野）で構築・運営する、高校 e ポートフォリオ、大学出願ポータルサイト。
＊４　カナダで開発された学習と評価のモデルのこと。Ideas（習得）、Connections（活用）、Extensions（探究）の３つの段階で学びの質の変容を捉える。
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　「こ
れ
ま
で
本
校
で
は
、
資
質
・
能
力

の
育
成
を
ベ
ー
ス
と
し
た
教
育
活
動
に
力

を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
地
震
後
の
大
変
な

状
況
の
中
、
自
分
が
興
味
・
関
心
の
あ
る

分
野
で
力
を
発
揮
し
、
困
難
を
乗
り
越
え

よ
う
と
す
る
生
徒
た
ち
が
見
ら
れ
た
こ
と

で
、
本
校
の
指
導
の
方
向
性
は
間
違
っ
て

い
な
か
っ
た
と
確
信
し
ま
し
た
」

　同
校
で
は
17
年
度
よ
り
、
科
学
的
視
点

か
ら
熊
本
の
創
造
的
復
興
を
リ
ー
ド
す
る

人
材
を
育
て
る
た
め
、
育
成
を
目
指
す
資

質
・
能
力
を
、「
み
つ
め
る
力
」「
き
わ
め

る
力
」「
つ
な
げ
る
力
」
の
３
つ
と
、
そ

れ
ぞ
れ
を
構
成
す
る
９
つ
の
力
に
設
定
し

た
（
図
１
）。

　「週
１
回
の
頻
度
で
１
年
間
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ

　熊
本
県
立
第
二
高
校
は
、
２
０
１
６
年

４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
で
、
校
舎
が

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
現
在
も
復
旧
工

事
が
続
く
中
、
教
師
の
心
の
支
え
に
な
っ

て
い
る
の
が
生
徒
の
前
向
き
な
姿
だ
。
Ｓ

Ｓ
Ｈ
（
＊
１
）
部
長
の
福
田
秀
夫
先
生
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
な
が
ら
、
避
難
所
で
勉
強
を

重
ね
、「
地
震
で
倒
れ
な
い
建
物
を
作
る
」

と
い
う
夢
を
持
っ
て
大
学
進
学
し
た
あ
る

生
徒
と
、
第
二
高
校
が
育
成
を
目
指
す
生

徒
の
資
質
・
能
力
を
重
ね
る
。

部
を
中
心
と
し
た
教
師
が
、
本
校
の
生
徒

の
強
み
や
課
題
、
育
て
た
い
力
を
徹
底
的

に
議
論
し
ま
し
た
」（
福
田
先
生
）

　「み
つ
め
る
力
」「
き
わ
め
る
力
」「
つ

な
げ
る
力
」
を
全
生
徒
に
育
成
す
る
た
め

に
、
そ
れ
ま
で
理
数
科
に
し
か
な
か
っ
た

探
究
科
目
を
普
通
科
と
美
術
科
に
も
設

置
。
さ
ら
に
、
全
教
科
・
科
目
に
お
け
る

探
究
型
授
業
の
開
発
に
着
手
し
た
。

　　普
通
科
と
美
術
科
の
探
究
科
目
は
、
17

年
度
、１
年
生
を
対
象
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

普
通
科
で
は
、
興
味
・
関
心
の
あ
る
課
題

に
つ
い
て
、
解
決
の
見
通
し
を
仮
説
と
し

て
立
て
る
「
未
来
新
聞
」
を
作
成
し
た
上

で
、
そ
の
課
題
に
つ
い
て
の
「
ミ
ニ
テ
ー

きわめる力
計画力
実行力
情報収集力・処理能力

つなげる力
主体性・協調性
知識融合力
社会貢献力

社会との共創

みつめる力
課題発見力
豊かな感性

柔軟な想像力

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
可
視
化
し
な
が
ら
、

探
究
科
目
と
探
究
型
授
業
を
全
校
展
開
す
る

熊
本
県
立
第
二
高
校
は
、
探
究
学
習
の
充
実
を
図
る
中
で
生
徒
の
資
質
・
能
力
の
育
成
に
力
を
注
い
で
き
た
。

近
年
は
、
そ
の
研
究
と
実
践
を
通
し
て
構
築
し
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
各
教
科
の
授
業
に
応
用
し
、

授
業
改
善
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

事
例
３
　熊
本
県
立
第
二
高
校

P
lan

創
造
的
復
興
に
貢
献
す
る

人
材
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
設
定

D
o学

び
の
質
を
深
め
る
た
め
の

授
業
モ
デ
ル
を
可
視
化

熊本県立第二高校が育成を目指す資質・能力図 1

＊１　文部科学省のスーパーサイエンスハイスクール。

＊学校資料を基に編集部で作成
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１
つ
が
「
授
業
改
善
の
た
め
の
工
夫
の
見

せ
ど
こ
ろ
シ
ー
ト
」（
以
下
、「
見
せ
ど
こ

ろ
シ
ー
ト
」）（
図
２
）
の
作
成
だ
。「
見
せ

ど
こ
ろ
シ
ー
ト
」
に
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

シ
ョ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
＊
２
）、
Ｉ
Ｃ
Ｅ

モ
デ
ル
（
＊
３
）、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
視
点
が
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。Ｉ
Ｃ
Ｅ
モ
デ
ル
は
、

理
数
科
の
学
校
設
定
科
目
「
科
学
家
庭
」

に
お
い
て
、
生
徒
の
自
己
評
価
、
他
者
評

価
の
視
点
と
し
て
運
用
し
て
い
た
が
、
Ｓ

Ｓ
Ｈ
部
の
田
尻
美
千
子
先
生
が
他
教
科
で

も
適
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
Ｓ
Ｓ
Ｈ

マ
研
究
」を
行
う
な
ど
し
た
。「
ミ
ニ
テ
ー

マ
研
究
」
で
は
、「
災
害
と
防
災
」「
被
災

し
た
商
店
街
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」
な
ど
、

熊
本
地
震
の
経
験
を
生
か
し
た
課
題
設
定

も
多
く
見
ら
れ
た
と
言
う
。
ま
た
、
美
術

科
で
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
能
力
や
企
画

力
な
ど
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

熊
本
市
動
植
物
園
と
連
携
し
て
「
動
植
物

園
を
楽
し
む
ア
プ
リ
」
を
考
案
し
た
り
、

防
災
リ
ュ
ッ
ク
の
開
発
に
取
り
組
ん
だ
り

し
た
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
部
の
染そ

め

森も
り

千
佳
先
生
は
、

「
普
通
科
、
美
術
科
の
探
究
学
習
で
大
切

に
し
た
の
は
、
科
学
的
思
考
の
フ
レ
ー
ム

作
り
」
と
説
明
す
る
。

　「『
み
つ
め
る
力
』『
き
わ
め
る
力
』『
つ

な
げ
る
力
』
の
観
点
で
生
徒
が
探
究
学
習

を
自
己
評
価
で
き
る
よ
う
に
、
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。
生
徒
は
自
己

評
価
の
過
程
で
、
問
題
解
決
や
デ
ザ
イ
ン

に
お
い
て
科
学
的
思
考
が
必
要
な
こ
と
を

理
解
し
、
大
学
進
学
な
ど
高
校
卒
業
後
の

学
び
へ
の
意
欲
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
」

　全
教
科
・
科
目
に
お
け
る
探
究
型
授
業

の
開
発
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
の

熊
本
県
立
第
二
高
校

◎
創
立
の
精
神
は
「
自
主
積
極
・
廉
恥
自
尊
・
礼

節
協
調
」。
県
下
唯
一
の
美
術
科
を
有
す
る
。
熊
本

地
震
の
被
災
後
は
、
全
学
科
で
「
く
ま
も
と
地
域

復
興
論
」
を
設
置
す
る
な
ど
、「
創
造
的
復
興
」
に

向
け
た
教
育
に
も
力
を
注
ぐ
。

◎
設
立

　１
９
６
２
（
昭
和
37
）
年

◎
形
態

　全
日
制
／
普
通
科
・
理
数
科
・
美
術
科
／
共
学

◎
生
徒
数

　１
学
年
約
４
０
０
人

◎
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、
東
北
大
、
筑
波
大
、
東
京
藝
術
大
、
九

州
大
、熊
本
大
な
ど
に
２
８
１
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

多
摩
美
術
大
、
武
蔵
野
美
術
大
、
明
治
大
、
早
稲
田
大
、

関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
３
９
４
人
が
合
格
。

◎U
RL

　http://sh.higo.ed.jp/daini/

熊
本
県
立
第
二
高
校

染
森
千
佳

　そ
め
も
り
・
ち
か

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

６
年
目
。Ｓ
Ｓ
Ｈ
部
。授
業
開
発
部
。

美
術
科
。

熊
本
県
立
第
二
高
校

福
田
秀
夫

　ふ
く
だ
・
ひ
で
お

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
９

年
目
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
部
長
。
理
科（
化
学
）。

熊
本
県
立
第
二
高
校
教
頭

吉
永
武
幸

　よ
し
な
が
・
た
け
ゆ
き

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。

熊
本
県
立
第
二
高
校

田
尻
美
千
子

　た
じ
り
・
み
ち
こ

教
職
歴
26
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

９
年
目
。Ｓ
Ｓ
Ｈ
部
。授
業
開
発
部
。

家
庭
科
。

熊
本
県
立
第
二
高
校

西
阪
理
恵

　に
し
ざ
か
・
り
え

教
職
歴
34
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６

年
目
。
授
業
開
発
部
長
。
国
語
科
。

授業改善のための工夫の見せどころシート（国語・西阪理恵先生）図 2

＊２　教育活動の効果と効率、魅力を高めるための手法として集大成したモデルや研究分野、またはそれらを応用して学習支援環境を構築するプロセスの総称。
＊３　カナダで開発された学習と評価のモデルのこと。Ideas（基礎知識）、Connections（つながり）、Extensions（応用）の３段階で学びの質の変容を捉える。第二高
校はＩＣＥモデルを踏まえて、学びの段階を「習得」「活用」「探究」と設定した。

＊学校資料をそのまま掲載
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ま
で
発
展
さ
せ
る
か
が
明
確
に
な
っ
た
。

例
え
ば
、現
代
文
の『
舞
姫
』の
単
元
で
は
、

内
容
理
解
を
ベ
ー
ス
に
知
識
を
習
得
、
活

用
さ
せ
な
が
ら
、
さ
ら
に
「
自
分
な
ら
ど

う
考
え
る
か
」「
現
代
と
比
べ
、
当
時
の

生
き
や
す
さ
や
生
き
づ
ら
さ
を
ど
う
捉
え

る
か
」
と
い
っ
た
探
究
的
な
問
い
を
生
徒

に
与
え
、
思
考
を
深
め
さ
せ
て
い
く
。
あ

く
ま
で
も
『
舞
姫
』
を
材
料
と
し
て
、
自

分
の
内
面
、
そ
し
て
社
会
、
世
界
と
い
っ

た
外
の
世
界
に
思
考
を
展
開
さ
せ
て
い
く

わ
け
だ
。

　髙
濱
先
生
は
、「
生
徒
は
、
授
業
で
の

学
び
を
土
台
に
新
た
な
考
え
を
創
造
し
た

り
、
提
案
し
た
り
す
る
楽
し
さ
に
気
づ
く

と
、
あ
ら
ゆ
る
教
科
を
学
ぶ
意
味
を
理
解

す
る
よ
う
に
な
る
」
と
話
す
。
そ
う
し
た

気
づ
き
を
促
す
た
め
に
、
髙
濱
先
生
は
授

業
を
通
じ
て
生
徒
が
自
分
に
ど
の
よ
う
な

学
び
が
あ
っ
た
か
を
Ｉ
Ｃ
Ｅ
モ
デ
ル
に
基

部
に
提
案
し
た
こ
と
か
ら
発
展
し
、
全
教

科
・
科
目
に
お
け
る
探
究
型
授
業
の
開
発

手
法
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。

　「単
元
の
内
容
と
Ｉ
Ｃ
Ｅ
モ
デ
ル
で
示

さ
れ
る
『
習
得
』『
活
用
』『
探
究
』
の
学

び
の
質
の
３
段
階
、
そ
し
て
第
二
高
校
と

し
て
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
意
識

す
る
授
業
改
善
の
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と

が
、
資
質
・
能
力
ベ
ー
ス
の
授
業
改
善
に

つ
な
が
る
と
考
え
ま
し
た
」（
田
尻
先
生
）

　当
初
、「
見
せ
ど
こ
ろ
シ
ー
ト
」
に
対

し
て
懐
疑
的
な
声
も
聞
か
れ
た
が
、
実
践

を
通
し
て
前
向
き
に
捉
え
る
教
師
が
増
え

て
い
っ
た
と
、
進
路
指
導
主
事
の
髙た

か

濱は
ま

俊

彦
先
生
は
振
り
返
る
。

　「１
学
期
の
公
開
授
業
日
に
、
初
め
て

『
見
せ
ど
こ
ろ
シ
ー
ト
』
を
基
に
授
業
を

行
い
ま
し
た
が
、
生
徒
の
反
応
が
よ
い
こ

と
に
驚
き
ま
し
た
。
生
徒
に
と
っ
て
は
授

業
の
到
達
点
が
分
か
る
だ
け
で
な
く
、
自

分
の
見
方
や
考
え
方
が
ど
う
変
化
し
た
の

か
が
捉
え
や
す
か
っ
た
よ
う
で
す
」

　教
師
の
授
業
づ
く
り
の
意
識
を
大
き
く

変
化
さ
せ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
、
国

語
科
の
西
阪
理
恵
先
生
は
話
す
。

　「こ
れ
ま
で
は
経
験
を
基
に
無
意
識
に

指
導
し
て
い
た
こ
と
が
可
視
化
さ
れ
、『
自

分
は
こ
ん
な
意
図
で
授
業
を
組
み
立
て
て

い
た
の
か
』
と
改
め
て
確
認
で
き
ま
し

た
。
１
コ
マ
の
授
業
の
あ
り
方
だ
け
で
は

な
く
、
３
年
間
を
通
し
て
何
を
目
指
す
の

か
、
指
導
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
こ

と
も
深
く
考
え
て
授
業
を
構
成
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」

　ベ
テ
ラ
ン
教
師
の
授
業
づ
く
り
の
観
点

が
共
有
で
き
る
と
い
う
利
点
も
大
き
い

と
、教
頭
の
吉
永
武
幸
先
生
は
説
明
す
る
。

　「こ
れ
ら
の
フ
レ
ー
ム
や
モ
デ
ル
は
汎

用
性
が
高
く
、
ベ
テ
ラ
ン
教
師
の
経
験
が

細
分
化
、
具
体
化
さ
れ
る
た
め
、
若
手
に

と
っ
て
大
変
参
考
に
な
る
も
の
で
す
。
そ

れ
に
よ
り
、
学
校
全
体
の
授
業
力
の
底
上

げ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

　「見
せ
ど
こ
ろ
シ
ー
ト
」
作
成
を
契
機

に
、
授
業
を
通
し
て
生
徒
の
思
考
を
ど
こ

目指す
資質・能力 評価の観点 Ｉ（習得） Ｃ（活用） Ｅ（探究）

み
つ
め
る
力

1 実験の目的
【課題発見力】

教科書や資料集等
の記述通りに記さ
れている

教科書の内容と関連さ
せ深められた内容が加
筆されている

教科書等より深めた事
項に加え、独自の課題
を設定している

2
考察

【豊かな感性、
柔軟な想像力】

結果から具体的に
原因を考察してい
る

結果から多角的に原因
を考察している

原因が多角的に考察さ
れ、課題と展望が明確
に示されている

き
わ
め
る
力

1
実験に用いた道具
や試薬、実験手法
【計画力、実行力】

教科書や資料集等
の内容が記述され
ている

教科書の正確な記述
に加え、独自の材料を
用いている

教科書の正確な記述
に加え、独自の材料を
複数用いている

2 実験結果
【情報収集力】

自分の班の実験結
果を正確に記述し
ている

他班（またはほかの班
員）の実験結果も記述
している

他班（またはほかの班
員）の実験結果を記述
し、自分の結果と比較
している

3
レポートの
レイアウト
【計画力】

簡潔な文章でまと
めている

簡潔な文章に加え、写
真や図、グラフなどを
使用している

文章や写真、グラフな
どのバランスがよく分
かりやすくまとめられ
ている

4
引用・参照した
文章等

【情報収集力】

引用・参考文献等
の情報が正確に記
されている

本文中の適切な場所
で文献が引用されてい
る

複数の文献を引用し、
自分の実験内容と比較
している

つ
な
げ
る
力

1 実験の原理
【知識融合力】

原理に関する簡単
な記述がある

図や化学式などを用い
て分かりやすくまとめ
ている

身近な自然現象との関
連が含まれている

2
実験手法の
理解・習得

【知識融合力】

教科書や資料集な
どの手法は理解し
ている

実験手法を十分に理
解・習得し、滞りなく
実験を進めることがで
きる

教科書などの基本的
な実験手法に加え、内
容に創意工夫が見られ
る

ICE 小計 8点 8点 8点
評価合計 24点

「史記の群像『孫
そん

臏
ぴん

』学習シート」（国語、髙濱俊彦先生）図 3

理科の実験実習におけるルーブリック図 4
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せ
な
が
ら
、『
そ
こ
で
は
、
こ
ん
な
考
え

方
は
で
き
な
い
？
』『
こ
う
も
書
か
れ
て

い
る
よ
』
な
ど
と
思
考
の
ヒ
ン
ト
を
与
え

ま
し
た
。生
徒
た
ち
は
意
欲
的
に
発
言
し
、

自
ら
考
え
議
論
し
て
深
め
る
楽
し
さ
を
実

感
し
た
よ
う
で
す
」

　「見
せ
ど
こ
ろ
シ
ー
ト
」
の
作
成
な
ど

を
き
っ
か
け
に
、教
師
が
、「
習
得
」「
活
用
」

を
土
台
と
し
た
「
探
究
」
レ
ベ
ル
の
問
い

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
切
に
す
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
、
相
乗
効
果
の
よ
う
に
生

徒
か
ら
の
授
業
中
の
質
問
も
「
探
究
」
的

な
も
の
へ
と
深
ま
っ
て
い
る
。そ
の
た
め
、

探
究
学
習
な
ど
で
運
用
し
て
い
る
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
も
、
生
徒
の
実
態
に
合
わ
せ
て
柔

軟
に
変
え
て
い
る
。
さ
ら
に
今
後
、
普
通

科
や
美
術
科
の
各
教
科
・
科
目
で
も
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
の
作
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　一
方
で
、
教
師
た
ち
は
目
先
の
成
果
を

求
め
な
い
姿
勢
で
生
徒
に
接
し
て
い
る
。

　「生
徒
が
自
ら
目
標
を
持
ち
、
自
己
を

振
り
返
る
こ
と
で
、
大
学
、
そ
し
て
社
会

で
も
伸
び
て
い
く
サ
イ
ク
ル
を
、
そ
れ
ぞ

れ
の
内
面
に
つ
く
れ
る
よ
う
に
、
私
た
ち

は
指
導
力
を
高
め
な
が
ら
生
徒
を
支
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
吉
永
教
頭
）

づ
い
て
振
り
返
ら
せ
た
（
図
３
）。
ま
た
、

17
年
度
は
理
数
科
の
理
科
の
実
験
実
習
に

お
い
て
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
（
図
４
）
が
作

成
さ
れ
、
各
教
科
・
科
目
に
お
い
て
生
徒

が
学
び
を
俯
瞰
す
る
ツ
ー
ル
が
開
発
さ
れ

て
い
っ
た
。

　授
業
改
善
に
よ
る
生
徒
の
変
化
・
成
長

を
測
る
た
め
、
定
期
考
査
も
進
化
さ
せ
て

い
る
。従
来
は
ど
の
教
科
も
知
識
の
習
得
、

活
用
の
度
合
い
を
測
る
問
題
で
構
成
し
て

い
た
が
、
徐
々
に
育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
を
測
る
問
題
を
出
す
よ
う
に
な
っ

た
。
例
え
ば
、
家
庭
科
で
は
、
お
せ
ち
料

理
の
よ
さ
を
後
輩
に
伝
え
る
紹
介
記
事
を

書
か
せ
る
問
題
を
出
し
た
（
図
５
）。

　「消
え
つ
つ
あ
る
文
化
の
継
承
者
の
１

人
と
し
て
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え

て
ほ
し
い
と
思
い
、
出
題
し
ま
し
た
。
生

徒
は
普
段
以
上
に
真
摯
に
思
考
し
、
考
え

を
発
展
さ
せ
る
よ
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま

す
」（
田
尻
先
生
）

　定
期
考
査
に
加
え
、
今
後
は
模
擬
試
験

な
ど
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
も
、
資
質
・
能
力

の
育
成
に
向
け
て
有
効
に
活
用
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　「模
擬
試
験
の
個
人
成
績
を
丁
寧
に
分

析
す
る
こ
と
で
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・

能
力
が
ど
の
レ
ベ
ル
で
身
に
つ
い
て
い
る

の
か
を
生
徒
に
意
識
さ
せ
、
さ
ら
に
私
た

ち
教
師
が
授
業
と
の
つ
な
が
り
を
持
た
せ

な
が
ら
、
生
徒
の
弱
点
を
強
化
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
染
森
先
生
）

　探
究
学
習
に
端
を
発
す
る
指
導
変
革
を

通
し
、
生
徒
の
姿
が
着
実
に
変
容
し
て
い

る
こ
と
を
同
校
の
教
師
た
ち
は
感
じ
取
っ

て
い
る
。
特
に
、
自
ら
思
考
し
た
り
、
主

体
的
に
参
加
し
た
り
す
る
姿
が
、
授
業
内

外
で
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　あ
る
日
、
進
路
室
の
髙
濱
先
生
の
と
こ

ろ
に
８
人
の
生
徒
が
連
れ
立
っ
て
訪
れ

た
。
生
徒
た
ち
は
教
科
書
に
あ
っ
た
哲
学

者
の
文
章
に
つ
い
て
時
間
を
か
け
て
議
論

し
た
が
、
ど
う
し
て
も
分
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
、
質
問
に
来
た
と
言
う
。

　「教
師
に
質
問
す
る
前
に
、
ま
ず
自
分

た
ち
で
問
い
を
立
て
、
解
決
し
よ
う
と

試
み
た
こ
と
が
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
私
の
前
で
議
論
を
再
現
さ

C
h
eck

資
質
・
能
力
を
測
る
問
題
を

定
期
考
査
に
盛
り
込
む

A
ctio

n

生
徒
の
学
び
の
深
ま
り
を

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
改
訂
に
つ
な
げ
る

定期考査問題（家庭科、田尻美千子先生）図 5

■家庭基礎（１学年３学期・学年末）定期考査問題（抜粋）
単元 食生活

出題意図
（レベル） Ｃ（知識の活用）レベル、Ｅ（探究）レベル

問題

（１）「和食」はユネスコ無形文化遺産に登録されました。ＨＰでも
公開されている政府が挙げた登録・申請の特徴は下記の４点
です。
1. 多様で新鮮な食材とその持ち味の尊重
2. 栄養バランスに優れた健康的な食生活
3.自然の美しさや季節の移ろいの表現
4. 年中行事との密接なかかわり
そこで特におせち料理について考えた場合、何が目的で登録
されたかを考え、あなたができることは何でしょうか？　具体
的に何をどうするかについて２点、文章で解答してください。

（２）冬休みに取り組んだ各自の「おせち料理」を、後輩が来年課
題に取り組む時に「やってみたい」という気持ちになるような
紹介記事を書いてください。やってみたいと思うためには、料
理名や食材名、調理法は必要ですね。

採点基準
（配点）

（１）配点小計８点
何を（２点×２） どうするか（２点×２） ０点

特徴４点に関連している 具体的である
不十分
自分事と
なっていない

＊毎年のおせち料理作りを ＊一緒に作る
＊習ったおせち料理の作り
方を

＊聞いたことをノートに記
録する

＊他の行事食を　など ＊誰かに教える　など

（２）配点５点
５点 各１点（満点３点） ０点

記事として
成立している

読んでいて
ワクワクする

成り立っている
□料理名
□食材名
□調理法

不十分
趣旨に合ってない
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